
1.定点把握対象疾患の発生動向　※栗原管内を含む大崎管内
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２．集団発生状況　※栗原管内の過去２週間における保健所対応状況

3.栗原支所より
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（令和７年８月１日発行）

宮城県大崎保健所栗原支所　感染症発生動向調査情報

　　上段は圏域全体で一週間に診断した患者数　、下段は一つの定点（医療機関）あたり一週間に診断した患者数。＊は急性呼吸器感染症（ARI)に含まれる感染症。
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クラミジア肺炎（オウム病は除く）
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感染症情報は

こちら
性感染症検査の

申込みはこちら

【 定点把握対象疾患の発生動向】
※栗原管内を含む大崎管内

• 伝染性紅斑は引き続き高い水準で継続しており、

警戒が必要です。

【 集団発生状況 】※栗原管内
• 新たな集団発生はありません。

【 全数報告疾病 】※栗原管内
• 4類：レジオネラ症 男1名

• 5類：百日咳 なし

• 県内の百日咳の報告例は、依然高い水準で推移し

ているため、咳症状がある場合は、咳エチケット等

の感染対策を徹底し、咳が長引く場合は医療機関

へ御相談ください。

感染症予防啓発物品

の貸出しはこちら

【お知らせ】
• 海外渡航者に対する感染症予防啓発について、情報提供します。

大崎保健所 栗原支所 疾病対策班

☎0228-22-2117 📠0228-22-7594

厚生労働省検疫所ホームページ（FORTH）

【 感染症コラム～流行性角結膜炎～】
• アデノウイルスを原因ウイルスとする急性の結膜炎で、夏季に流行がみられます。

• 8～14日の潜伏期間を経て急性に発症し、流涙、眼脂が現れます。眼瞼結膜の強い

充血と濾胞がみられ、眼瞼の浮腫を伴います。

• 診断に眼科用の迅速診断キットが使われることもあります。

• 主な感染経路は流涙、眼脂で汚染された手指やタオル類からの接触感染です。感染

力が強いため、医療機関、職場、施設などで集団感染がみられることがあります。

• 感染対策の基本は接触感染の予防の徹底です。タオルなど患者が使用するものは共

有せず個人用とし、消毒には次亜塩素酸ナトリウムの使用や、煮沸消毒をお勧めしま

す。


